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小・中
学
校
で
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

６
月
の
学
校
再
開
か
ら
、
各
小
・

中
学
校
で
は
、
三
密
を
避
け
、
児
童
・

生
徒
、
教
職
員
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
に
、
様
々
な
場
面
で
工
夫
を
し

て
い
ま
す
。

○�

水
飲
み
場
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
を
確
保
す
る
工
夫

○�

適
切
な
手
洗
い
に
つ
い
て
理
解
で

き
る
よ
う
、立
体
模
型
を
作
成
し
、

掲
示
し
た
。

小・中
学
校
の
水
道
蛇
口
を

自
動
水
栓
と
レ
バ
ー
ハ
ン
ド
ル
式

水
栓
に
交
換
し
ま
し
た

各
小
・
中
学
校
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
強
化
に
必
要

な
支
援
と
し
て
、
手
指
接
触
の
機
会

を
避
け
感
染
の
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
に
、
ト
イ
レ
手
洗
い

場
の
蛇
口
を
セ
ン
サ
ー
式
自
動
水
栓

に
、
水
飲
み
場
の
蛇
口
を
レ
バ
ー
ハ

ン
ド
ル
式
の
水
栓
に
、
取
り
換
え
ま

し
た
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
収
束
が
未
だ
見
通
せ
な
い
中
に

あ
っ
て
も
、
自
他
を
守
る
た
め
の

生
活
に
向
き
合
い
、
工
夫
し
、
し

っ
か
り
と
実
践
し
て
い
る
子
ど
も

た
ち
を
誇
り
に
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
保
護
者
や
地
域
の
皆

様
に
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
く
中
で
、
教
育
活
動
を
着

実
に
進
め
て
く
る
こ
と
が
で
き
、

改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

各
学
校
に
お
い
て
は
、
既
存
の

学
習
活
動
や
行
事
等
を
見
直
し
、

様
々
な
工
夫
を
図
る
こ
と
で
、
学

び
の
充
実
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、

対
話
的
な
活
動
を
通
し
て
学
び
を

深
め
る
活
動
や
、
交
流
を
通
し
て

相
互
理
解
を
図
る
活
動
等
で
は
、

苦
労
す
る
場
面
も
見
ら
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
学
校
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
、
学
び
の
革
新
を
図

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
子
ど
も
た
ち
の
新
し
い
学
び

を
創
造
す
る
こ
と
は
、
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
を
実
践
す
る
学
校
の
新
し
い

生
活
様
式
へ
の
対
応
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。昭
島
市
教
育
委
員
会
は
、

今
年
度
中
に
、
児
童
・
生
徒
に
一

人
一
台
の
端
末
を
配
備
す
る
と
と

も
に
、
通
信
環
境
の
改
善
を
仕
上

げ
ま
す
。
そ
の
上
で
、
子
ど
も
た

ち
が
必
要
な
情
報
を
収
集
し
、
そ

の
情
報
を
基
に
学
び
合
い
、
多
様

な
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
て
学

び
を
深
め
る
授
業
を
創
造
し
て
ま

い
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
情
報
を
活
用
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
情
報
の
正
確
性
や
公
平
性
に

つ
い
て
吟
味
し
、
様
々
な
情
報
の

中
か
ら
必
要
な
情
報
を
取
捨
選
択

す
る
能
力
を
高
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
ト
ラ
ブ
ル
に
お
い
て
、
子
ど

も
た
ち
が
被
害
者
に
も
加
害
者
に

も
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の

指
導
も
、
更
に
充
実
さ
せ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。　

今
ま
で
学
校
が
積
み
上
げ
て
き

た
指
導
技
術
と
、
新
し
く
導
入
し

て
い
く
指
導
技
術
を
融
合
さ
せ
、

温
故
知
新
の
精
神
で
子
ど
も
た
ち

の
成
長
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま

す
。
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昭
島
市
の
取
組
に
つ
い
て

昭
島
市
に
お
い
て
も
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
の
土
台
と
な
る
、
市

立
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
に
向
け

た
一
人
一
台
の
端
末
環
境
と
、
高
速

大
容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

に
つ
い
て
、
一
体
的
に
整
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

令
和
３
年
２
月
ま
で
に
、
一
人
一

台
の
端
末
及
び
端
末
を
充
電
し
な
が

ら
保
管
で
き
る
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
配

備
と
、
端
末
を
各
教
室
で
使
う
た
め

の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
強
化

を
終
え
、
令
和
３
年
度
か
ら
本
格
的

に
活
用
し
て
い
け
る
よ
う
、
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

昭
島
市
で
は
、
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
社

の
Ｃ
ｈ
ｒ
ｏ
ｍ
ｅ　

Ｏ
Ｓ
を
搭
載
し

た
端
末
（
Ｃ
ｈ
ｒ
ｏ
ｍ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ

ｋ
）を
導
入
し
ま
す
。
こ
の
端
末
は
、

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
に
似
た
形
状
で
す

が
、
タ
ッ
チ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
の
操

作
と
キ
ー
ボ
ー
ド
で
の
操
作
の
両
方

が
可
能
で
、
小
学
校
低
学
年
か
ら
中

学
生
ま
で
、
幅
広
い
世
代
で
多
様
な

使
い
方
が
で
き
る
も
の
で
す
。

端
末
の
本
格
的
な
活
用
に
向
け

て
、
教
員
に
向
け
た
活
用
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
児
童
・
生
徒
が
学
習
の
場
で
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
に
触
れ
る
機
会
が
増
え
る

こ
と
か
ら
、
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー

教
育
の
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

端
末

Ｄ
Ｅ
Ｌ
Ｌ　

Ｃ
ｈ
ｒ
ｏ
ｍ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ　

３
１
０
０　

２
―
in
―
１

O
S

Ｃ
ｈ
ｒ
ｏ
ｍ
ｅ　

Ｏ
Ｓ

デ
ィ
ス
プ
レ
イ

11
．
６
イ
ン
チ　

３
６
０
度

回
転
式　

２
―
in
―
１
型

サ
イ
ズ

縦
約
20
㎝
×
横
約
30
㎝

×
厚
さ
約
２
㎝

重
量

１
．
41
㎏

◆�

検
索
サ
イ
ト
を
活
用
し
た
調
べ
学
習

・
一
人
一
人
が
情
報
を
検
索
し
、
収

集
・
整
理

・
子
ど
も
た
ち
自
身
が
様
々
な
情
報

に
ア
ク
セ
ス
し
、
主
体
的
に
情
報

を
選
択
す
る
。

◆
文
章
作
成
ソ
フ
ト
、

　
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
の
利
用

・
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
が
考
え
を

ま
と
め
て
発
表

・
共
同
編
集
で
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

考
え
を
共
有
し
な
が
ら
学
び
合
い

◆
一
斉
学
習
の
場
面
で
の
活
用

・
誰
も
が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
教
材

提
示

・
一
人
一
人
の
反
応
や
考
え
を
即
時

に
把
握
し
な
が
ら
双
方
向
的
に
授

業
を
進
め
る
。

◆�

一
人
一
人
の
学
習
状
況
に
応
じ
た

個
別
学
習

・
デ
ジ
タ
ル
教
材
を
活
用
し
、
一
人

一
人
の
学
習
進
捗
状
況
を
可
視
化

・
様
々
な
特
徴
を
持
っ
た
生
徒
に
よ

り
き
め
細
や
か
な
対
応
を
行
う
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
と
は
？

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
と

は
、文
部
科
学
省
が
進
め
て
い
る「
一

人
一
台
端
末
と
、
高
速
大
容
量
の
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
一
体
的
に
整
備

す
る
こ
と
で
、
多
様
な
子
ど
も
た
ち

を
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
な
く
、
子

ど
も
た
ち
一
人
一
人
に
公
正
に
個
別

最
適
化
さ
れ
、
資
質
・
能
力
が
一
層

確
実
に
育
成
で
き
る
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
を
実
現
す
る
」
構
想
で
す
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
り

学
校
に
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
が
整
備
さ

れ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
一
人
一

人
の
反
応
を
踏
ま
え
た
双
方
向
型
の

授
業
が
可
能
と
な
る
「
学
び
の
深

化
」
と
、
一
人
一
人
の
教
育
ニ
ー
ズ

や
学
習
状
況
に
応
じ
た
個
別
学
習
が

可
能
と
な
る
「
学
び
の
転
換
」
が
進

む
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

～ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けて～
令和３年度より一人一台端末の活用が始まります

～一人一台
端
末
の
活
用
イ
メ
ー
ジ
～

「
す
ぐ
に
で
も
」「
ど
の
教
科
で
も
」「
誰
で
も
」使
え
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
文
部
科
学
省
資
料
よ
り
抜
粋
）

導
入
す
る
端
末
の
ス
ペ
ッ
ク
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今
年
で
38
回
目
を
迎
え
る
伝
統
の

あ
る
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。今
年
度
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
観
点
か
ら
、
例
年
行
っ
て
い
た
発

表
は
行
わ
ず
、
事
前
審
査
で
選
ば
れ

た
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
６
名
の
表
彰

式
の
み
執
り
行
い
ま
し
た
。〈

敬
称
略
〉

【
小
学
校
の
部
】　　

◇
最
優
秀
賞

市
川　

美
緒

（
つ
つ
じ
が
丘
小
六
年
）

「
思
い
や
り
の
リ
レ
ー
」

◇
優
秀
賞

佐
藤　

彩
光　
（
玉
川
小
六
年
）

「
小
さ
な
発
見
か
ら
」

根
本　

美
優

（
拝
島
第
二
小
六
年
）

「
美
し
い
空
を
守
る
た
め
に
」

【
中
学
校
の
部
】

◇
最
優
秀
賞

島
崎　

美
咲　
（
昭
和
中
三
年
）

「
も
っ
た
い
な
い
」

◇
優
秀
賞

浅
沼　

樹
里　
（
福
島
中
二
年
）

「『
み
ん
な
で
壁
を
乗
り
越
え
ら
れ

る
』
社
会
に
」

佐
藤　

楓
冴　
（
拝
島
中
三
年
）

「
災
害
が
起
こ
る
前
の
準
備
」

十
月
末
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
市

内
小
学
校
で
は
、
フ
ォ
レ
ス
ト
・
イ

ン
昭
和
館
に
お
け
る
一
泊
二
日
の
宿

泊
体
験
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
学
校
の
様
子
に
つ
い
て
、
い
く

つ
か
紹
介
し
ま
す
。

◆
開
校
式

フ
ォ
レ
ス
ト
・
イ
ン
昭
和
館
内
の

シ
ル
バ
ン
ホ
ー
ル
で
、
開
校
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

◆
夕
食
（
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
講
座
）

夕
食
時
に
は
、
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー

講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
の

方
か
ら
、
み
ん
な
で
楽
し
く
食
事
を

す
る
た
め
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
、
丁

寧
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昭
島
市
教
育
委
員
会
で
は
、
地
域

の
生
産
者
、
農
業
協
同
組
合
と
協
力

を
し
な
が
ら
、
学
校
給
食
に
お
け
る

地
産
地
消
の
取
組
を
推
進
し
、
昭
島

産
の
野
菜
、
果
物
、
米
、
鶏
卵
を
学

校
給
食
で
使
用
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
、
昭
島
市
の
伝
統
野
菜
で
あ
る

「
拝
島
ね
ぎ
」
を
共
同
調
理
場
に
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
拝
島
ね
ぎ
」
は
、
加
熱
す
る
と
と

ろ
け
る
よ
う
に
柔
ら
か
く
、
甘
く
な

る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
一
方
で
、
栽

培
が
難
し
く
、
栽
培
を
続
け
る
生
産

者
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
学
校
給
食

で
の
提
供
に
加
え
て
、
市
内
の
小
学

校
で
は
、
生
産
者
と
栄
養
教
諭
が
連

携
を
し
て
食
育
の
授
業
を
実
施
し
ま

し
た
。
「
拝
島
ね
ぎ
」
を
題
材
に
扱

っ
た
際
に
は
、伝
統
を
守
る
意
味
や
、

伝
統
野
菜
の
魅
力
に
つ
い
て
、
生
産

者
か
ら
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。「

地
産
地
消
」
に
は
、
品
物
が
新

鮮
で
美
味
し
い
、
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
、
流
通
コ
ス
ト
の
削
減
に

つ
な
が
る
等
の
特
長
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
学
校
給
食
は
、
た
だ
地

場
産
物
を
使
っ
て
給
食
を
作
る
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
そ
の
食
材
の
背
景

に
あ
る
作
り
手
の
思
い
や
願
い
を
発

◆
ラ
グ
ビ
ー
体
験

栗
田
工
業
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
ラ
グ

ビ
ー
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
栗
田

工
業
ラ
グ
ビ
ー
部
の
方
か
ら
、
丁
寧

に
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク

庭
園
で
、
夕
食
後
に
ナ
イ
ト
ハ
イ

キ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
グ
ル
ー

プ
を
組
み
、
庭
園
を
回
り
ま
し
た
。

信
す
る
こ
と
で
、
生
産
者
で
あ
る
農

家
の
方
と
、
消
費
者
で
あ
る
子
供
た

ち
を
繋
ぐ
役
割
を
担
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
地
場
産
物
の
効
果
的
な

活
用
に
よ
っ
て
、
昭
島
市
の
子
供
た

ち
へ
の
情
操
教
育
や
郷
土
愛
の
醸
成

に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

共
同
調
理
場
校
に
お
い
て
「
昭
島

産
野
菜
の
味
噌
汁
」
を
提
供
し
た
際

に
は
、
野
菜
を
納
品
し
て
い
た
だ
い

た
生
産
者
か
ら『
み
ん
な
と
同
じ
で
、

昭
島
で
育
っ
た
昭
島
の
野
菜
で
す
。

美
味
し
く
食
べ
て
く
だ
さ
い
ね
。
』

と
い
う
素
敵
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
は
、
直
接

教
室
へ
訪
ね
て
伝
え
た
他
、
「
こ
ん

だ
て
メ
モ
」
を
通
し
て
児
童
・
生
徒

へ
発
信
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
も
、地
域
と
の
連
携
を
図
り
、

地
産
地
消
の
多
様
な
可
能
性
を
広
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

令
和
二
年
度「
子
ど
も
の
主
張

意
見
文
コ
ン
ク
ー
ル
」に
つ
い
て

フ
ォ
レ
ス
ト・イ
ン
昭
和
館

宿
泊
体
験
行
事
に
つ
い
て

学
校
給
食
に
お
け
る

　
地
産
地
消
の
取
組
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る
お
祝
い
の
言
葉
に
つ
い
て

（
報
告
事
項
）

●�

教
育
委
員
と
市
立
小
中
学
校
長
と

の
情
報
交
換
会
に
つ
い
てほ

か
８
件

第
１
回
定
例
会
（
１
月
21
日
）

（
議　
案
）

●�

令
和
３
年
度
昭
島
市
立
学
校
校
長

等
の
任
用
に
関
す
る
内
申
に
つ
い

て

ほ
か
１
件

（
協
議
事
項
）

●�

昭
島
市
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
基

本
方
針
の
改
正
に
つ
い
てほ

か
１
件

（
報
告
事
項
）

●�

令
和
２
年
度
「
昭
島
市
立
学
校
の

児
童
・
生
徒
及
び
保
護
者
ア
ン
ケ

ー
ト
」
の
調
査
結
果
に
つ
い
て

ほ
か
６
件

第
２
回
定
例
会
（
２
月
18
日
）

（
報
告
事
項
）

●�

令
和
３
年
度
教
育
施
策
推
進
の
基

本
的
考
え
方
に
つ
い
て

ほ
か
12
件

市
内
の
中
学
生
が
応
募
し
、
審
査

の
結
果
、
次
の
方
を
入
賞
者
に
決
定

し
ま
し
た
。〈
敬
称
略
〉

【
税
に
つ
い
て
の
作
文
】

◇
昭
島
市
長
賞

久
保
田　

祐
花
（
拝
島
中
３
年
）

◇
昭
島
市
教
育
長
賞

廣
瀬　

智
（
拝
島
中
３
年
）

◇
立
川
都
税
事
務
所
長
賞

松
尾　

彩
香
（
拝
島
中
３
年
）

◇�

多
摩
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会優

秀
賞

重
野　

ひ
な
こ
（
拝
島
中
３
年
）

受
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、
令
和
３

年
１
月
７
日
か
ら
14
日
ま
で
、
市
役

所
市
民
ロ
ビ
ー
に
て
パ
ネ
ル
展
示
を

実
施
し
ま
し
た
。

１
月
11
日
（
成
人
の
日
）
に
、
フ

ォ
レ
ス
ト
・
イ
ン
昭
和
館
に
お
い
て

成
人
式
が
行
わ
れ
、
新
成
人
の
門
出

を
祝
い
ま
し
た
。
来
場
者
は
５
９
３

名
（
対
象
者
１
，
０
２
５
人
）
で
、

参
加
率
は
５
７
．
９
％
で
し
た
。

式
典
は
新
成
人
７
人
の
実
行
委
員

が
約
半
年
間
に
わ
た
り
企
画
し
、
準

備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
回
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
た
め
、
恩
師
の
先
生
方
に
も
ご
出

席
を
見
合
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
ビ
デ

オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集
し
ま
し
た
。

実
行
委
員
が
い
た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
１
本
の
動
画
に
編
集
し
、
当
日

は
受
付
や
司
会
進
行
も
務
め
ま
し

た
。ま

た
、
感
染
症
拡
大
防
止
に
あ
た

り
人
数
を
半
減
す
る
た
め
、
学
校
区

ご
と
に
午
前
の
部
、
午
後
の
部
の
二

部
制
で
開
催
し
ま
し
た
。
市
長
挨
拶

に
続
き
、
来
賓
の
ご
祝
辞
と
実
行
委

員
の
誓
い
の
言
葉
で
厳
か
に
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
今
年
は

実
行
委
員
企
画
の
抽
選
会
は
実
施
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
検
温
や
消
毒

を
徹
底
し
、
写
真
撮
影
時
に
も
マ
ス

ク
を
着
用
し
て
い
た
だ
く
等
、
新
成

人
の
方
に
も
感
染
症
拡
大
防
止
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◎
通
学
路
安
全
連
絡
員

子
ど
も
の
登
下
校
時
の
安
全
を

守
る
た
め
、「
通
学
路
安
全
連
絡
員
」

と
し
て
、
自
分
の
都
合
に
合
わ
せ
て

通
学
路
や
そ
の
周
辺
の
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
ピ
ー
ポ
く
ん
の
家
の
登
録
者

子
ど
も
の
緊
急
避
難
場
所
「
ピ
ー

ポ
く
ん
の
家
」
と
し
て
、
自
宅
や
事

業
所
に
プ
レ
ー
ト
を
掲
示
し
、
子
ど

も
が
危
険
を
感
じ
た
と
き
に
助
け
を

求
め
ら
れ
る
よ
う
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
す
。

◎
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は

申
請
書
（
市
役
所
学
務
係
に
あ
り

／
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
も
可
）
を
市
役
所
学
務
係
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
ま
で
登
録
し
て
い
た
方

が
、
活
動
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
は

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
指
導
課
学
務
係
へ

　

内
線
２
２
３
８

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
敬
称
略
）

「
昭
島
市
立
小
・
中
学
校
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め

に
」

▽
非
接
触
式
電
子
体
温
計

　

栗
田
工
業
株
式
会
社

「
児
童
の
情
操
教
育
の
た
め
に
」

▽
音
楽
Ｃ
Ｄ　

４
０
０
枚

S
e
a
n 

N
o
r
t
h

教
育
委
員
会
の
動
き

教
育
委
員
会
の
動
き

第
12
回
定
例
会
（
12
月
17
日
）

（
協
議
事
項
）

●�

令
和
２
年
度
昭
島
市
立
学
校
卒
業

式
に
お
け
る
告
辞
及
び
令
和
３
年

度
昭
島
市
立
学
校
入
学
式
に
お
け

第
67
回
昭
島
市
成
人
式

子
ど
も
を
守
る
協
力
者
を
募
集

税
に
つ
い
て
の
作
文
の入

賞
者
を
決
定

通学路安全連絡員の腕章

ピーポくんの家のプレート


